理-05-国-高専-問-02

 eq \o\ac(□,２)
九州旅行を終えた太郎君は，鹿児島空港から東京・羽田空港へ向かう飛行機に乗った。離陸してすぐに窓の外に桜島が見えた。鹿児島湾に浮かぶ火山で，富士山のように円eq \* jc0 \* hps9 \o(\s\up 8(すい),錐)形にすそ野が広がる姿は美しい。機内放送によれば，飛行コース上はおおむね晴れているが，四国付近で積乱雲がところどころにあるらしい。

鹿児島を飛び立って１時間たったころ，遠くに富士山が見えてきた。山頂付近には雲がかかっていた。羽田空港に近づき，しだいに飛行高度が下がってきた。今度は伊豆大島が見えた。島の中央には三原山という火山がある。桜島や富士山と比べると，ずいぶん傾斜がゆるやかな火山だ。太郎君は，マグマの性質によって火山の形や噴火のようすが違うことを思い出した。

これに関連して，次の問１から問４に答えよ。

	問１
右図は，桜島のeq \o(\s\up 9(よう),溶)岩をルーペで観察し，スケッチしたものである。これについて，正しく述べているものを次のアからエの中から一つ選び，その記号を書け。

ア
このような岩石のつくりを等粒状組織という。

イ
比較的大きな鉱物をeq \o(\s\up 9(はん),斑)晶という。

ウ
この岩石は深成岩である。

エ
白っぽい鉱物はeq \o(\s\up 9(かく),角)

eq \o(\s\up 9(せん),閃)

eq \o(\s\up 9(せき),石)，黒っぽい鉱物はeq \o(\s\up 9(せき),石)

eq \o(\s\up 9(えい),英)である。
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問２
伊豆大島の三原山は，桜島や富士山と比較した場合，噴火のようすにどのような特徴があると考えられるか。次のアからエの中から最も適当なものを一つ選び，その記号を書け。

ア
激しい爆発的な噴火で，粘りけの強い溶岩がドーム状に盛り上がる。

イ
激しい爆発的な噴火で，粘りけの弱い溶岩とともに大量の火山灰を噴出する。

ウ
比較的穏やかな噴火で，粘りけの強い溶岩を少しずつ噴出する。

エ
比較的穏やかな噴火で，粘りけの弱い溶岩が流れ出す。

問３
積乱雲に関する記述として最も適当なものを，次のアからエの中から一つ選び，その記号を書け。

ア
強い上昇気流により高く発達した雲で，激しい風の影響を受けないように飛行機は避けて飛ぶ。

イ
温暖前線付近で典型的に見られる雲で，激しい下降気流が生じており，落雷の恐れもあるので飛行機は避けて飛ぶ。

ウ
寒冷前線付近で典型的に見られる雲で，暖気と寒気の境界面に沿って雲が薄い層状に広がっているが，飛行には大きな影響はない。

エ
上層にできる雲で大気は安定しており，地上の景色は楽しめないものの飛行には大きな影響はない。

問４
この日の富士山付近は風が吹いていた。五合目付近で気象観測をすると，気温は15℃，湿度は50％であった。この空気が斜面を上がって七合目付近に達し，気温が８℃になったときの湿度は何％か。下表の数値をもとに計算せよ。なお，答えは小数第１位を四捨五入して整数で書け。

	気温［℃］
	3
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10

	飽和水蒸気量［ｇ/ｍ３］
	5.9
	6.4
	6.8
	7.3
	7.8
	8.3
	8.8
	9.4

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	気温［℃］
	11
	12
	13
	14
	15
	16
	17
	18

	飽和水蒸気量［ｇ/ｍ３］
	10.0
	10.7
	11.4
	12.1
	12.8
	13.6
	14.5
	15.4


－1－

